
令和３年度消費生活相談の概要

鹿児島県消費生活センター

令和３年度に，県消費生活センターと県大島消費生活相談所に寄せられた相談の

総件数は４，１７９件で，令和２年度に比べ３２９件（７．３％）減少しました。

令和２年度に急増した新型コロナウイルス感染症関連の相談が落ち着いてきたこと

が減少の要因と思われます。

また，令和３年度の相談内容では，インターネットを利用した副業や偽通販サイ

ト，通信販売のトラブルなどが増加しています。

１ 相談件数

区 分 令和２年度 令和３年度

相 談 総 件 数 ※１ ４，５０８件 ４，１７９件

(対前年度増減) （＋９．８％） （△７．３％）

あ っ せ ん 件 数 ※２ ３８９件 ３０２件

(対相談総件数比) （８．６％） （７．２％）

救 済 額 ※３ ９４，０９４千円 １０２，７５９千円

（件 数） （４９５件） （４９０件）

※１ 相談総件数の令和３年度の内訳（県消費生活センター：3,944件，県大島消費生活相談所：235件）

※２ あっせん：相談窓口が，相談者と事業者等の双方から事実関係・主張・意見の聴取を行って要点を

明確化し，必要な情報を双方に情報提供して合意に至るような解決案の提示等を行う行為。

※３ 救済額 ：助言による自主交渉や,あっせんなどをすることにより，支払わずに済んだお金又は事業

者から返金があったお金。県で把握した金額のみを計上。

２ 相談の特徴

① 副業サイトに関する相談が増加 【事例１】

「簡単な作業で儲かる」との広告を見て副業サイトに登録したが，高額なサポー

ト費用を請求されたなどの相談が増加

○令和２年度 ７８件 → 令和３年度 １２３件

② 偽通販サイトでの商品購入トラブルの相談が増加 【事例２】

○令和２年度 ３０件 → 令和３年度 ７１件



③ 通信販売における購入トラブルの相談が複雑化 【事例３】

解約方法が限定されて解約できない，また，意図しない別の契約に誘導されていた

など新たな手口が発生

○令和２年度 ３０７件 → 令和３年度 ３３７件

④ 屋根・外壁塗装工事の訪問販売トラブルの相談が増加 【事例４】

訪問販売の屋根・外壁塗装業者に前金を支払うも工事が履行されない相談や，クー

リング・オフを通知するも返金されないなどの相談が増加

○令和２年度 ６２件 → 令和３年度 ８０件

⑤ 新型コロナウイルス感染症関連の相談が減少

○令和２年度 ３２９件 → 令和３年度 １０６件

３ 相談件数の多い商品・役務（上位）

令和 令和 対前年度
商品・役務名 主な内容

２年度 ３年度 増減

・電話会社等を騙る不審なメール
１ 商 品 一 般 ４５９件 ４５０件 ▲ 2.0％

・宅配業者を装った不在通知メール

２ 教養・娯楽 ・有料アダルトサイト
８４件 ３４３件 308.3％ ・出会い系サイト

サービス ※ ・オンラインゲームの高額請求

３ 運輸・通信 ・光回線の勧誘
７８７件 ３４２件 ▲56.5％

サービス ※ ・アナログ戻し及びサポート契約の勧誘

・サプリメントや健康食品などの定期購入
４ 食 料 品 ４４８件 ３３２件 ▲25.8％

・海産物の電話勧誘

５ 保健衛生品 ３９０件 ３２８件 ▲15.9％ ・化粧品やシャンプーなどの定期購入

※ 令和３年度から消費生活相談情報の商品別分類が変更され，「運輸・通信サービス」に分類されていたデ

ジタルコンテンツ等の各種サイトは，サービスの内容に合わせた商品別分類に分けられたため，令和２

年度と比較すると「教養娯楽サービス」は大幅に増加し，「運輸・通信サービス」が大幅に減少している。

○ 「アダルトサイト情報，インターネットゲーム等」 →「教養・娯楽サービス」

○ 「投資等情報商材」 →「金融・保険サービス」



４ 当事者年齢別相談件数と相談内容

［相談件数の多い商品・役務］（上位３位） （単位：件，％）

区 分 令和２年度 令和３年度 相談件数

相談件数 構成比 相談件数 構成比 増加率

若年者層（30歳未満） ４７５ １０．５ ４１０ ９．８ △１３．７

２０歳未満 １２８ １０２ △２０．３

① インターネットゲーム ２４ ２２ △８．３

② 商品一般 ８ １０ ２５．０

③ 育毛剤 ５ ８ ６０．０

２０歳代 ３４７ ３０８ △１１．２

① 他の内職・副業 ９ ３２ ２５５．６

② 商品一般 １７ ２１ ２３．５

③ 賃貸アパート ２６ １３ △５０．０

一般層（30歳以上60歳未満） １，５５６ ３４．５ １，４６０ ３４．９ △６．２

３０歳代 ４１３ ３８４ △７．０

① 商品一般 ２４ ４５ ８７．５

② 賃貸アパート １９ ２２ １５．７

③ フリーローン・サラ金 １６ １６ ０

４０歳代 ５２１ ４７２ △９．４

① 商品一般 ５５ ４２ △２３．６

② 賃貸アパート ２３ １９ △１７．４

③ フリーローン・サラ金 １３ １８ ３８．５

５０歳代 ６２２ ６０４ △２．９

① 商品一般 ５７ ４６ △１９．３

② 他の健康食品 ６２ ２５ △５９．７

③ フリーローン・サラ金 ２１ １９ △９．５

高齢者層（６０歳以上） １，７９２ ３９．８ １，６９３ ４０．５ △５．５

６０歳代 ７６３ ７２４ △５．１

① 商品一般 １０８ ７２ △３３．３

② 他の健康食品 ３１ ２８ △９．７

③ アダルト情報 ３１ ２４ △２２．６

７０歳以上 １，０２９ ９６９ △５．８

① 商品一般 １２５ １２１ △３．２

② 他の健康食品 ３１ ５０ ６１．３

③ 相談その他 ２２ ４９ １２２．７

年齢不明・団体等 ６８５ １５．２ ６１６ １４．８ △１０．１

合計（相談総件数） ４，５０８ ４，１７９ △７．３

【年代別に見た相談の現状】

相談件数は，全年齢層において減少しているが，高年齢層からの相談は全年齢層で最

も多く，相談総件数の約４割を占めている。

また，若年層からの相談は，相談総件数の１割程度ではあるが，４００件余りの相談

が寄せられている状況である。


